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はじめに

このガイドでは、Oracle Fusion Middleware 11gをインストール、アップグレードまたはパッチ適用する際に確認する必要のある、相互運用性および互換性の考慮事項について説明します。

内容は次のとおりです。

	
対象読者


	
ドキュメントのアクセシビリティについて


	
関連ドキュメント


	
表記規則





対象読者

このドキュメントは、インストール、アップグレード計画およびパッチ・セット適用の作業を担当するシステム管理者を対象としています。





ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

サポートをご購入のOracleのお客様は、My Oracle Supportにアクセスして電子サポートを受けることができます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。





関連ドキュメント

詳細は、Oracle Fusion Middleware 11gのドキュメント・ライブラリにある次の関連ドキュメントを参照してください。

	
アップグレード・プランニング・ガイド


	
インストレーション・プランニング・ガイド


	
パッチ適用ガイド








表記規則

このマニュアルでは次の表記規則を使用します。


	規則	意味
	太字	太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。
	イタリック体	イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示します。
	固定幅フォント	固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。
















1 互換性および相互運用性の理解


この章では、互換性と相互運用性の概要を紹介し、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネントのアップグレード時、パッチ・セット適用時、またはOracle Fusion Middlewareの新規コンポーネントのインストール時に、互換性や相互運用性について考慮が必要となる領域を特定する方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
互換性の概要


	
相互運用性の概要


	
サポートされるデータベースとの相互運用性および互換性の理解


	
互換性および相互運用性について考えられる問題の特定






1.1 互換性の概要

このガイドでは、互換性とは、バージョン(またはリリース)が異なる2つのOracle Fusion Middlewareコンポーネントの相互運用性として定義されています。Oracle Fusion Middleware 11gのアップグレード時またはOracle Fusion Middleware 11gパッチ・セット適用時に、互換性について考慮が必要となる場合があります。

たとえば、アップグレード時には、更新が必要となるコンポーネントを把握し、既存の統合ポイントが引き続き機能するようにする必要があります。パッチ・セットの適用時には、新しい製品が同一リリースの他の製品と機能するかどうか、あるいは以前のバージョンで引き続き機能するかどうかを把握する必要があります。

第2章「10gコンポーネントと11gコンポーネントの互換性と相互運用性」では、特定のOracle Application Server 10g製品とOracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)製品との互換性について説明しています。




	
注意:

互換性は、Oracle Fusion Middlewareの異なるパッチ・セットの一部としてインストールされたコンポーネント間での相互作用に該当し、たとえば、11gリリース1 (11.1.1.7.0)コンポーネントと11gリリース1 (11.1.1.9.0)コンポーネントとの互換性などがあります。互換性の問題は、リリース番号の最初の4桁のうち1桁以上が異なる場合(11.1.1.7.0と11.1.1.9.0など)に生じる可能性があります。







互換性は次のように細かく分類できます。

	
Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間の互換性


	
Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート内の互換性






1.1.1 Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間の互換性

Oracle Application Server 10g環境をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合には、環境内の領域を一度に1つずつ更新する可能性が高いと考えられます。

たとえば、Oracle SOA Suiteの新機能をサポートするために、1つの部門の中間層をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合があります。同時に、会社全体のOracle Identity Managementコンポーネントについては、Oracle Application Server 10gのままにしておく場合もあります。






1.1.2 Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート内の互換性

Oracle Application Server環境をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合には、特定のソフトウェア・スイート内で発生する可能性のある互換性の問題についても検討する必要があります。

ほとんどの場合、これらの問題は一時的なものであり、アップグレード・プロセス中にのみ発生します。通常は、ソフトウェア・スイートをアップグレードする手順を完了すると、問題は解決されます。ただし、アップグレード計画に影響する可能性があるため、依然としてこれらの問題には注意する必要があります。








1.2 相互運用性の概要

このガイドでは、相互運用性とは、サポートされるOracle Fusion Middleware構成で、同一バージョン(またはリリース)の2つのOracle Fusion Middlewareコンポーネントが連携できる(相互運用できる)可能性として定義されています。具体的に言うと、相互運用性は、リリース番号またはバージョン番号の最初の4桁が同じ場合に該当します。たとえば、Oracle Fusion Middleware 11g (11.1.1.9.0)コンポーネントは、通常、他の11g (11.1.1.9.0)コンポーネントと相互運用性があります。

場合によっては、Oracle Fusion Middlewareソフトウェア・スイート間で相互運用性の問題が生じることがあります。たとえば、Oracle Fusion Middleware 11gR1製品間(SOAとWebCenterなど)でドメインが共存する場合に問題が生じます。

Oracle Fusion Middleware 11g (11.1.1.9.0)コンポーネントと他の11g (11.1.1.9.0)コンポーネントとの相互運用性については、第3章「Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネント間の相互運用性」を参照してください。






1.3 サポートされるデータベースとの相互運用性および互換性の理解

Oracle Fusion Middleware 11gの各リリースは、特定のデータベース・バージョンに対して動作が保証されています。具体的には、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネント・スキーマをホストする際に、これらの動作が保証されているデータベースを使用できます。

場合によっては、特定のOracle Fusion Middleware 11g リリースにアップグレードするには、まずデータベースをサポートされるバージョンにアップグレードする必要があります。Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのアップグレードの詳細は、『アップグレード・プランニング・ガイド』を参照してください。

Oracle Fusion Middleware 11gの各リリースでサポートされるデータベースの最新情報は、Oracle Technology Networkで「Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成」を参照してください。

サポートされる構成のページで、ご使用のOracle Application ServerまたはOracle Fusion Middlewareの特定のリリース、およびアップグレード対象のOracle Fusion Middlewareのリリースを確認できます。Oracle Application ServerおよびOracle Fusion Middlewareの各リリースには、対応するスプレッドシートが用意されており、動作が保証されている構成(サポートされているデータベースなど)がリストされています。

しかし、特定データベース・バージョンでの動作が保証されているデータベースであっても、その動作保証には他の考慮事項や制限事項がある場合があります。次の項では、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントを使用する際に、追加の考慮事項が必要となる使用例について説明します。

	
第1.3.1項「Oracle Adaptive Access ManagerでのOracle Databaseの使用」






1.3.1 Oracle Adaptive Access ManagerでのOracle Databaseの使用

最近まで、Oracle Adaptive Access Manager (OAAM)をサポートするOracle Databaseのバージョンは、Enterprise Editionのみでした。今後もOAAMで使用するデータベース・バージョンには、Enterprise Editionが推奨されますが、必要に応じてStandard Editionを使用することも可能になりました。

OAAMでOracle Database Standard Editionを使用することを検討している場合、次のすべての質問に対して「はい」で回答できる必要があります。

	
定期的なデータベース・メンテナンスを目的とした本番環境の停止時間が、業務やIT所有者によって許容されますか。SEにはオンライン索引再編成機能はありません。


	
デプロイメントで単一のデータ・センターを使用しますか。フェイルオーバー時に、SEでStreamsまたはDataGuardは使用できません。


	
デプロイメントにおけるログインおよびトランザクションの合計通信量が、1日当たり200Kを下回りますか。SEはパーティション化をサポートしていません。




前述の3つの質問にすべて「はい」で回答できた場合は、OAAMでのOracle Database Standard Editionの使用がサポートされます。








1.4 互換性および相互運用性について考えられる問題の特定

次の項では、このガイド、Oracle Technology Network (OTN)およびその他のOracleドキュメントに記載されている情報を使用して、互換性および相互運用性に関する一般的な問題を特定し、解決する方法を説明します。

	
始める前に


	
このガイドの使用方法


	
Oracle動作保証マトリクスの使用方法


	
このガイドの互換性マトリクスの理解


	
コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集


	
リリース・ノートの使用方法


	
Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリの使用方法






1.4.1 始める前に

新しい製品をインストールする、または既存製品を(新しいメジャー・バージョンまたはパッチ・セットへのいずれかに)アップグレードする際に、相互運用性および互換性に関する問題が生じる場合があります。新しい製品コンポーネントをインストールする段階では、相互運用性に関する考慮事項は、その新しい製品を同一リリースの他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントと統合する機能に関連しています。

互換性に関する考慮事項は、インストール済であると想定される以前のバージョンのOracle Fusion Middleware製品と、新しい製品を統合する機能に関連しています。製品を更新する際の課題は、たいていは互換性に関するものですが、既存の統合ポイントが引き続き機能するように、他のコンポーネントの更新を考慮する必要が生じる場合があります。

表1-1に示すタスクのリストは、Oracle Fusion Middlewareのアップグレードおよびインストール戦略の計画に必要な情報を収集する際に役立ちます。


表1-1 相互運用性に関する考慮事項を特定および解決できるようにするためのタスク

	タスク	説明	ドキュメント
	
タスク1: インストール済コンポーネントおよびサポート・インフラストラクチャに関するリリース情報とバージョン情報を収集します。

	
Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの相互運用性および互換性について考えられる問題を特定するには、インストール済またはインストールやアップグレードを計画している各コンポーネントあるいは一連のコンポーネントについて、リリース情報とバージョン情報を収集する必要があります。

また、オペレーティング・システム、データベース、JDK、およびその他のサード・パーティ製品のバージョン情報とリリース情報も確認する必要があります。

	
第1.4.5項「コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集」を参照してください。


	
タスク2: アップグレードを計画する際には、アップグレード戦略を作成して、Oracle Fusion Middleware 11gへのアップグレード時にサポートされる開始点を理解する必要があります。

	
アップグレード開始点とは、Oracle Fusion Middleware 11gにアップグレードするために実行している必要があるOracle Application Serverの特定のバージョンです。サポートされているアップグレード開始点であるOracle Application Serverのバージョンを実行していない場合は、以前のリリースのドキュメントを使用して、まずサポートされている開始点にアップグレードする必要があります。

	
『アップグレード・プランニング・ガイド』には、Oracle Fusion Middlewareアップグレード計画の開発方法と実装方法の詳細情報が記載されています。

また、各Oracle Fusion Middleware製品には、詳細なアップグレード・プロセスが記述されたアップグレード・ガイドが用意されており、アップグレード後に完了する必要のある構成タスクが明確にされています。アップグレードに適切なドキュメントを確認する場合の詳細は、第1.4.7項「Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリの使用方法」を参照してください。


	
タスク3: パッチ・セットを適用する際には、使用しているコンポーネントおよびサポート・インフラストラクチャのパッチ要件を理解しておく必要があります。

	
パッチの適用では、小さなファイルの集まりを既存のシステムにコピーする処理を行います。通常、パッチはOracle製品の特定のバージョンに関連付けられており、製品の1つのマイナー・バージョンから同じ製品のより新しいバージョンへの(たとえば、バージョン11.1.1.7.0からバージョン11.1.1.9.0などへの)更新が実行されます。

	
『パッチ適用ガイド』は、既存のOracle Fusion Middlewareにパッチを適用する場合や、既存のOracle Application Server環境をアップグレードする場合に使用可能なツールについて説明しています。このガイドは、パッチ適用前に満たす必要のある製品固有の前提条件についても説明しています。

最新のパッチおよびパッチ・セットについては、http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_requirements.htmにある、Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントに記載されています。


	
タスク4: Oracle Fusion Middlewareの新規コンポーネントをインストールする際には、インストール要件およびサポートされる開始点について理解しておく必要があります。

	
各Fusion Middleware製品スイートには、前提条件、サポートされる開始点、およびインストール後の構成手順が記述されたインストレーション・ガイドが用意されています。相互運用性および互換性に関する問題を回避するには、インストール手順に目を通して、それに従うことが重要です。

	
無料のインストール・ドキュメント、リリース・ノート、ホワイト・ペーパーまたはその他の資料を閲覧およびダウンロードするには、Oracle Technology Network (OTN)にアクセスしてください。

http://www.oracle.com/technology/

ドキュメントは、次のURLで入手できます。


http://docs.oracle.com/












1.4.2 このガイドの使用方法

このガイドの各章は、相互運用性または互換性に関する様々なタイプの問題で構成されています。これらの問題は、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのインストール時、アップグレード時またはパッチ適用時に生じる可能性があります。

表1-2に、よくある質問の概要を示します。この表は、その質問の詳細情報を確認できる章にリンクしています。


表1-2 互換性および相互運用性に関する情報の確認

	章	説明
	
第2章「10gコンポーネントと11gコンポーネントの互換性と相互運用性」


	
Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネントとOracle Application Server 10gとの互換性に関する質問がある場合は、この章を確認してください。


	
第3章「Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネント間の相互運用性」


	
次のOracle Fusion Middleware 11gコンポーネントとその他のOracle Fusion Middleware 11gコンポーネントとの相互運用性の詳細は、この章を確認してください。


	
第4章「カスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性」


	
次のシナリオに当てはまる場合は、この章を確認してください。

	
カスタム・アプリケーションを作成して、Oracle Application Server 10gまたはOracle Fusion Middleware 11gにデプロイしている。


	
Oracle Application Server 10gまたはOracle Fusion Middleware 11gにデプロイされているアプリケーションと相互作用するクライアントアプリケーションを作成(または保守)している。




特に、この章では、次のOracle Fusion Middlewareコンポーネントに対するカスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションの相互運用性について説明しています。












1.4.3 Oracle動作保証マトリクスの使用方法

Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクスには、サポートされるシステム構成、データベース・バージョン、およびサードパーティ製品など、互換性および相互運用性に関する重要な情報が記述されています。これらのドキュメントを参照して、現在の環境がアップグレードまたはパッチ・セットをサポートしているかどうかを確認してください。




	
注意:

このガイドの情報は、Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクスに記述されている情報を補完するためのものです。このガイドの情報と動作保証マトリクスの情報に相違がある場合は、動作保証マトリクスの情報を適切なバージョンとしてください。動作保証マトリクスのほうが頻繁に更新されています。








表1-3 Oracle Fusion Middleware動作保証マトリクス

	ドキュメント名	説明	場所
	
Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成

	
Oracle Fusion Middlewareの各製品領域は、サポートされるインストール・タイプ、プラットフォーム、オペレーティング・システム、データベース、JDKおよびサード・パーティ製品について記載された動作保証のドキュメントをメンテナンスしています。

「Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成」ページで、確認する製品領域を見つけて、適切な動作保証ドキュメントを選択してください。

	
http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html


	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメント

	
Oracle Fusion Middlewareのシステム要件と仕様のドキュメントには、ハードウェアとソフトウェアの要件、ディスク領域とメモリーの最小要件、必要なシステム・ライブラリ、パッケージまたはパッチなどの情報が記載されています。

	
http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_requirements.htm


	
Oracle Identity Management動作保証マトリクス

	
Oracle Fusion Middleware Identity Managementのドキュメントは、サポートされるIdentityの構成およびAccess Managementの構成が記述された動作保証ドキュメントをメンテナンスしています。

	
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/id-mgmt/identity-accessmgmt-11gr1certmatrix-161244.xls


	
Oracle JDeveloperおよびOracle Application Development Framework 11gの動作保証およびサポート・マトリクス

	
このドキュメントでは、JDeveloperおよびApplication Development Framework (ADF)のバージョン11gで動作するようにサポートされている様々なサード・パーティ製品およびOracle製品を確認できます。Oracle ADFは、Oracle Fusion Middlewareに必要な製品よりも上位の製品でサポートまたは動作保証される場合があります。このドキュメントは、そのような場合の参照先として役立ちます。

	
http://www.oracle.com/technology/products/jdev/collateral/papers/11/certification/index.html












1.4.4 このガイドの互換性マトリクスの理解

相互運用性マトリクスおよび互換性マトリクスは、潜在的な問題を特定して追加情報に関連付けるために、このガイド全体を通じて使用します。このガイドの相互運用性マトリクスおよび互換性マトリクスを使用する場合、次のいずれかの方法でサポート・レベルを定義できます。


表1-4 このガイドのマトリクスの使用方法

	ステータス	説明	例
	
互換性または相互運用性がある

	[image: 互換性インジケータ]
	
関連するコンポーネント間の統合が、適切な構成で機能することが期待できます。ただし、互換性は動作を保証するものではありませんのでご注意ください。動作保証については、表1-3に記載されている動作保証マトリクスで確認できます。

	
たとえば、Oracle HTTP Standalone Server 10.1.3は、Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2と互換性がありますが、使用する構成によってはいくつかの制限が課される場合があります。


	
互換性または相互運用性がない

	[image: 互換性インジケータ]
	
関連するコンポーネント間の統合が機能することは期待できません。

	
たとえば、Oracle HTTP Server 11gR1は、Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2との互換性がありません。そのため、これらの製品の併用は避けることを強くお薦めします。


	
特定のガイドまたは項への参照

	
	
この参照は、Oracle Fusion Middleware 11gのアップグレード時、パッチ適用時またはインストール時に確認する必要のある互換性要件や考慮事項について、個々のガイドが詳細情報を提供する場合に提供されます。

	
たとえば、Oracle Application Server 10g Identity ManagementコンポーネントとIdentity Management 11gコンポーネントの相互運用性に関する詳細情報は、『Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』を参照します。


	
該当なし

	
	
適用なし

	
たとえば、 通常、カスタムJava EEアプリケーションとOracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererのインストール間では、通信も相互作用も行われません。












1.4.5 コンポーネントおよびインフラストラクチャに関する情報の収集

Oracle Fusion Middlewareのリリース情報とバージョン情報は、システムにインストールされている各コンポーネントで使用できます。この情報は、相互運用性および互換性に関する問題を効率的に特定し、解決するために必要となります。第1.4.3項に記載されている動作保証マトリクスには、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの動作保証要件およびシステム要件に関する情報が記述されています。

この項では、次の情報について説明します。

	
Oracle Fusion Middlewareの製品リリース情報の確認


	
データベース固有のバージョン情報およびリリース情報の確認

	
Oracle Databaseのリリース情報の確認


	
Microsoft SQL Serverのバージョン情報の確認


	
DB2のバージョン情報の確認





	
JDKのバージョン情報の確認






1.4.5.1 Oracle Fusion Middlewareの製品リリース情報の確認

Oracle Fusion Middlewareコンポーネントの個別のリリース情報やバージョン情報を確認するには、Oracle Universal Installer (OUI)を使用して、インストールされている製品の情報を表示します。詳細は、『管理者ガイド』のリリース番号の表示に関する項を参照してください。




	
注意:

バージョン情報およびリリース情報は、OracleホームのoraInventory/logsディレクトリにある、インストール・ログ・ファイルで確認することもできます。












1.4.5.2 Oracle Databaseのリリース情報の確認

Oracle Databaseのリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

Oracleホーム・ディレクトリから、次のようにSQL*Plusを起動します。


sqlplus /nolog
SQL> CONNECT / AS SYSDBA
SQL> select * from v$version;


このコマンドにより、リリース情報が次のように表示されます。


Oracle9i Enterprise Edition Release 9.2.0.8.0 - Production 
PL/SQL Release 9.2.0.8.0 - Production 
CORE 9.2.0.8.0 Production 
TNA for 32-bit Windows: Version 9.2.0.8.0 - Production 
NLSRTL Version 9.2.0.8.0 - Production 






1.4.5.3 Microsoft SQL Serverのバージョン情報の確認

Microsoft SQLデータベースのリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

コマンド行から、次のように入力します。


exec xp_msver ProductVersion


このコマンドにより、製品バージョン情報が次のように表示されます。


ProductVersion 589824 9.00.1399.06






1.4.5.4 DB2のバージョン情報の確認

DB2のリリース情報を確認する手順は次のとおりです。

	
Windowsオペレーティング・システムのコマンド行で、次の場所に移動します。


\Program Files\IBM\SQLLIB\BIN>db2level


このコマンドにより、データベース・バージョンおよび適用可能な修正パック情報が次のように表示されます。


DB21085I Instance "DB2? uses "32? bits and DB2 code release "SQL09011? with level identifier "01020107?.
Informational tokens are "DB2 v9.1.100.129?, "s061104?, "WR21374?, and Fix Pack "1?.
Product is installed at "D:\PROGRA~1\IBM\SQLLIB" with DB2 Copy Name "DB2COPY1?.


	
UNIXオペレーティング・システムのコマンド行で、次のように入力します。


db2ls


このコマンドにより、インストールされているDB2製品のインストール・パス、バージョン・レベル、修正パック情報およびインストール日付が表示されます。このコマンドの出力は、デフォルトでコンソールに出力されます。


Install Path        Level   Fix Pack    Install Number     Install Date
--------------------------------------------------------------------------
/opt/ibm/db2/V9.1   9.1.0.0        0          1    Fri Sep 3 10:26:33 2010 EDT  









1.4.5.5 JDKのバージョン情報の確認

多くのFusion Middlewareコンポーネントは、サポートされるJDKがインストールされ、構成されているかどうかに依存します。現在サポートされているJDKのバージョン情報は、第1.4.3項で説明されているように、「Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成」マトリクスに記載されています。

インストールされているJDKのバージョン情報を確認するには、ORACLE_COMMON_HOMEに移動します。この場所には、Fusion Middleware ControlとJava Required Files (JRF)に必要なバイナリ・ファイルおよびライブラリ・ファイルが格納されています。各Middlewareホームに配置できるOracle共通ホームは1つのみです。次の例に示すように、通常のOracle WebLogic Serverインストールには、Oracle JRockit SDKまたはSun SDKのいずれかが含まれます。


ORACLE_COMMON_HOME/jrockit_160_17_R28.0.0-679


または


ORACLE_COMMON_HOME/jdk160_20


Oracle JRockit JDK 6 R28.0.0は、Java SE 6とともに使用されるJRockit JVMの28.0.0リリースであることを示します。同様に、Oracle JRockit JDK 5.0 R28.0.0は、J2SE 5.0とともに使用されるJRockit JVMの28.0.0リリースであることを示します。

完全なリリース番号は次のようになります。


R28.0.0-637-126675-1.6.0_17-20100111-2121-windows-ia32


この例では、R28.0.0はJRockit JVMのリリースを、1.6.0_17はJavaバージョンを、windows-ia32はこのリリースが実行されているプラットフォームを表します。








1.4.6 リリース・ノートの使用方法

相互運用性および互換性に関する特定の問題を解決する際に必要なパッチ・セットの具体的な情報については、Oracle Fusion Middlewareのリリース・ノートを参照してください。これらの特定の問題は、アップグレード・プロセスまたはパッチ適用プロセス中に生じる可能性があります。各リリースのリリース・ノートは、Oracle Technology Network (OTN)で入手できます。


http://docs.oracle.com/






1.4.7 Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリの使用方法

Oracle Fusion Middlewareドキュメント・ライブラリを使用すると、Oracle環境のアップグレード時やパッチ適用時に役立つ情報にアクセスできます。Oracle Fusion Middleware Release 11g リリース1 (11.1.1)ドキュメントのコンポーネント固有の管理、インストレーションおよびアップグレードの各ガイドは、次の場所で参照できます。


http://docs.oracle.com/


次の各ガイドには、Oracle Fusion Middleware環境におけるパッチ適用およびアップグレードに関する情報が記載されています。

	
『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』

Oracle Fusion Middleware環境にパッチ・セットを適用する方法の詳細は、『Oracle Fusion Middlewareパッチ適用ガイド』のOracle Fusion Middlewareでのパッチ適用およびアップグレードの概要に関する項を参照してください。


	
アップグレード・プランニング・ガイド

Oracle Fusion Middlewareのアップグレード・プロセスの詳細は、『アップグレード・プランニング・ガイド』のミドルウェア環境のアップグレードに関するドキュメント・ロードマップの項を参照してください。


	
インストレーション・プランニング・ガイド

Oracle Fusion Middlewareのインストールの計画に関する詳細(特に、Oracle Fusion Middlewareの新規ユーザーの場合)は、『インストレーション・プランニング・ガイド』の開始点の理解に関する項および共通のインストールタスクに関する項を参照してください。

















2 10gコンポーネントと11gコンポーネントの互換性と相互運用性


Oracle Application Server 10gコンポーネントとOracle Fusion Middleware 11gコンポーネントとの互換性および相互運用性は、製品領域やバージョンによって異なります。この章では、Oracle Fusion Middleware 11gをインストールまたはアップグレードする前に確認する必要のある、互換性および相互運用性の一般的な考慮事項について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Application Server 10gコンポーネントと11gR1コンポーネントの使用


	
Oracle Application Server 10gのアップグレードに関する考慮事項






2.1 Oracle Application Server 10gコンポーネントと11gR1コンポーネントの使用

場合によっては、Oracle Application Server 10gソフトウェア・コンポーネントとOracle Fusion Middleware 11gコンポーネントをともに実行しなければならないことがあります。次の項では、Oracle Fusion Middleware 11gとOracle Application Server 10gとの互換性に関する特定の問題および考慮事項のいくつかについて説明します。

	
Oracle Fusion Middleware 11g互換性マトリクス






2.1.1 Oracle Fusion Middleware 11g互換性マトリクス

表2-1では、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネントとOracle Application Server 10gコンポーネントとの互換性について説明します。Oracle Identity Management (IDM) 10gに関する記述はすべて、Oracle Identity Managementコンポーネントのリリース10.1.2と10.1.4の両方に適用されます。


表2-1 Oracle Fusion Middleware 11g互換性マトリクス

	
	Oracle Identity Management 10g(リリース10.1.2および10.1.4)	Oracle Identity Management 11g リリース1 (11.1.1)	Portal、Forms、ReportsおよびDiscoverer 11g リリース1 (11.1.1)	SOA、WebCenterおよびADF 11g リリース1 (11.1.1)	Java EE Application Deployments 11g リリース1 (11.1.1)	Oracle HTTP ServerおよびWeb Cache (Web Tier) 11g リリース1 (11.1.1)
	
10g Identity Management(リリース10.1.2および10.1.4)

	
第2.2.3項「Oracle Identity Management Suiteの相互運用性」を参照してください。

	
『Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』を参照してください。

	[image: 緑色のチェック・マーク(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク(互換性インジケータ)]
	[image: 互換性インジケータ]

	
10g Portal、Forms、ReportsおよびDiscoverer

	[image: 緑色のチェック・マーク(互換性インジケータ)]
	
第2.2.3項「Oracle Identity Management Suiteの相互運用性」を参照してください。

	
『Oracle Portal, Forms, Reports, and Discovererアップグレード・ガイド』を参照してください。

	
該当なし

	
該当なし

	[image: サポートされていません。]

	
10g SOA、WebCenterおよびADF

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	
該当なし

	
『Oracle SOA Suite、WebCenter PortalおよびADFアップグレード・ガイド』を参照してください。

	
該当なし

	[image: 互換性インジケータ]

	
10g Java EEアプリケーション・デプロイメント

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	
該当なし

	
該当なし

	
Java EEアップグレード・ガイドを参照してください。

	[image: 互換性インジケータ]

	
10g Oracle HTTP ServerおよびWeb Cache

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	
第2.2.1項「Oracle HTTP Serverの相互運用性」を参照してください。

	[image: 赤色の「X」アイコン]
	
第2.2.1項「Oracle HTTP Serverの相互運用性」を参照してください。

	
第2.2.1項「Oracle HTTP Serverの相互運用性」を参照してください。

	
該当なし














2.2 Oracle Application Server 10gのアップグレードに関する考慮事項

Oracle Application Server 10g環境をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合には、環境内の領域を一度に1つずつ更新する可能性が高いと考えられます。

たとえば、Oracle SOA Suiteの新機能をサポートするために、1つの部門の中間層をOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合があります。同時に、会社全体のOracle Identity Managementコンポーネントについては、Oracle Application Server 10gのままにしておく場合もあります。

Oracle Fusion Middleware 11gスイートと、Oracle Application Server 10gで使用可能な同等のインストール・タイプとの相互運用性に関する詳細は、表2-1「Oracle Fusion Middleware 11g互換性マトリクス」を参照してください。

次の項では、アップグレード・プロセスで生じる可能性のある一般的な互換性の問題について説明します。

	
第2.2.1項「Oracle HTTP Serverの相互運用性」


	
第2.2.3項「Oracle Identity Management Suiteの相互運用性」






2.2.1 Oracle HTTP Serverの相互運用性

表2-2では、Oracle HTTP Serverと、同一パッチ・レベルの他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントとのアップグレードに関する相互運用性について説明します。たとえば、次に示すように、スタンドアロンのOracle HTTP Server 10.1.3は、ADF、SOAおよびWebCenter 10.1.3と相互運用性があります。


表2-2 Oracle HTTP Serverの相互運用性

	
	スタンドアロンのOHS 10.1.3	スタンドアロンのOHS 10.1.2	統合されたOHS 10.1.2	OHS 11gリリース1 (11.1.1)
	
Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2

	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]

	
Forms、Portal、Reports、Discoverer 11gR1

	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク]

	
ADF、SOA、WebCenter 10.1.3

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]

	
ADF、SOA、WebCenter 11gR1

	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク]











2.2.2 Oracle Web Cacheの相互運用性

表2-3では、Oracle Web Cacheと他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントとのアップグレードに関する相互運用性について説明します。


表2-3 Oracle Web Cacheの相互運用性

	
	スタンドアロンのWeb Cache 10.1.2	統合されたWeb Cache 10.1.2	Web Cache 11gリリース1 (11.1.1)
	
Forms、Portal、Reports、Discoverer 10.1.2

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]

	
Forms、Portal、Reports、Discoverer 11gR1

	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク]

	
ADF、SOA、WebCenter 10.1.3

	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 緑色のチェック・マーク]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]

	
ADF、SOA、WebCenter 11gR1

	[image: 互換性インジケータ]
	[image: 赤色の「X」(互換性インジケータ)]
	[image: 緑色のチェック・マーク]











2.2.3 Oracle Identity Management Suiteの相互運用性

この項では、Oracle Identity Managementの相互運用性に関する特定の問題に対する解決策について説明します。

	
Oracle Internet Directory 11gとSingle Sign-On 10gとの相互運用性


	
Oracle Application Server 10gのOracle Identity Management 10gへの依存性


	
同一ホーム内に配置されたOracle Identity Management 10gコンポーネント






2.2.3.1Oracle Internet Directory 11gとSingle Sign-On 10gとの相互運用性

Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)には、Oracle Single Sign-Onユーザー向けのアップグレード・パスが用意されています。具体的には、Oracle Single Sign-On環境をOracle Access Manager 11gにアップグレードできます。

引き続き、既存のOracle Single Sign-On 10g環境で、Oracle Fusion Middleware 11gの新規コンポーネントを使用することもできます。ただし、Oracle Internet Directory(およびOracle Directory Integration Platform)インスタンスを11gにアップグレードした後で、アップグレード後のタスクをいくつか実行する必要があります。このタスクは、Oracle Single Sign-On 10gが、アップグレードされたOracle Internet Directoryインスタンスと正常に連携できるようにするために必要です。

詳細は、『Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』に記載されている、Oracle Internet DirectoryおよびOracle Directory Integration Platformのアップグレード手順に従ってください。

詳細は、『Oracle Identity Managementインストレーション・ガイド』のSingle Sign-Onのインストールの評価に関する項を参照してください。






2.2.3.2 同一ホーム内に配置されたOracle Identity Management 10gコンポーネント

同じ場所に配置されたOracle Identity Management 10gのOracleホームには、Oracle Identity Management 10gの4種類の主要なコンポーネントのすべて(Oracle Internet Directory、Oracle Directory Integration Platform、Oracle Single Sign-OnおよびOracle Delegated Administration Services)が含まれています。ただし、11gにアップグレードできるのはOracle Internet DirectoryとOracle Directory Integration Platformのみです。

Oracle Internet DirectoryおよびOracle Directory Integration Platformのアップグレード後に必要なタスクの詳細は、『Oracle Identity Managementアップグレード・ガイド』のOracle Internet Directory環境のアップグレードに関する項を参照してください。






2.2.3.3 Oracle Application Server 10gのOracle Identity Management 10gへの依存性

Oracle Application Server 10g リリース2 (10.1.2)の一部のコンポーネントは、特定のOracle Identity Management 10gコンポーネントに依存しています。したがって、Oracle Identity ManagementまたはOracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererをOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする際には、次のことを考慮する必要があります。

	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererの中間層コンポーネントを11gにアップグレードしてから関連するOracle Identity Managementコンポーネントをアップグレードする場合、相互運用性に関する既知の制限事項はありません。


	
Oracle Identity Managementコンポーネントを11gにアップグレードしてからOracle Portal、Forms、ReportsおよびDiscovererのコンポーネントをアップグレードする場合、Oracle Identity Management 10gコンポーネントが同一Oracleホーム内に配置されている場合にのみ考慮すべき制限事項があります。第2.2.3.2項「同一ホーム内に配置されたOracle Identity Management 10gコンポーネント」を参照してください。



















3 Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネント間の相互運用性


次の項では、Oracle Fusion Middleware 11gコンポーネントを他のOracle Fusion Middleware 11gコンポーネントと使用する場合に考慮すべき相互運用性のシナリオについて説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
Oracle Webサービスの相互運用性


	
Oracle Identity Managementの相互運用性


	
Middlewareホームとドメインの相互運用性


	
パッチ・セットの相互運用性






3.1 Oracle Webサービスの相互運用性

Webサービスは、オープンなXMLベースの標準規格およびトランスポート・プロトコルを使用して、クライアントとデータを交換するWebベースのアプリケーションです。Webサービスは、統合されたWebサービス・カテゴリによって提供されるJava Technology APIとツールを使用して開発します。

Oracleは、次のWebサービス・カテゴリをサポートします。これらのWebサービス・カテゴリは、特定のOracle Fusion Middleware製品やコンポーネントに関連付けられています。

	
Oracle WebLogic ServerのJAX-WS Webサービス


	
ADFビジネス・コンポーネントのWebサービス


	
Oracle SOA SuiteのWebサービス


	
Oracle Service Bus 11gのWebサービス




これらのOracle Webサービスのカテゴリは、Webサービスの様々なメッセージ形式、メッセージ機能およびセキュリティ機能をサポートします。このサポートはカテゴリによって異なりますが、Oracle Webサービスのすべてのカテゴリは、送受信する通信メッセージで次の標準機能をサポートしています。

	
標準SOAP


	
WS-Security (SSL)


	
WS-Security(非SSL)




したがって、これらのタイプのWebサービス・メッセージをサポートするWebサービス・アプリケーションを開発すると、作成するサービスは、Oracle Webサービスのいずれのセキュリティ・カテゴリとも相互運用可能な状態で使用できます。

カテゴリ間でサポートされるWS-Securityシナリオの詳細およびWebサービス・エンドポイントの構成方法については、『Oracle Web Services Manager相互運用ガイド』を参照してください。

Oracle Webサービスの各カテゴリの詳細は、次の項を参照してください。

	
Oracle WebLogic ServerのJAX-WS Webサービス


	
ADFビジネス・コンポーネントのWebサービス


	
Oracle SOA SuiteのWebサービス


	
Oracle Service Bus 11gのWebサービス






3.1.1 Oracle WebLogic ServerのJAX-WS Webサービス

JAX-WSは、WebサービスとWebアプリケーションでJAX-RPCに代わるように設計されています。JAX-WSおよびJAX-RPCに対してサポートされている機能を比較するには、『Oracle WebLogic Server WebLogic Webサービスの紹介』のJAX-WSまたはJAX-RPCのいずれかを選択する際の判断基準に関する項を参照してください。JAX-RPC WebサービスをJAX-WSに移行する方法については、JAX-RPC WebサービスおよびクライアントのJAX-WSへの移行に関する項を参照してください。






3.1.2 ADFビジネス・コンポーネントのWebサービス

ADFビジネス・コンポーネントは、再利用可能なコンポーネントのライブラリの提供およびOracle JDeveloperの設計時機能のサポートを介して、Java EEプラットフォームのビジネス・アプリケーションの開発、配信およびカスタマイズを簡素化するものです。

詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のサービス対応のアプリケーション・モジュールの統合に関する項を参照してください。






3.1.3 Oracle SOA SuiteのWebサービス

Oracle SOAコンポジット・アプリケーションには、SOAサービス・コンポーネントが含まれます。SOAサービス・コンポーネントは、SOAコンポジット・アプリケーションの基本となるビルディング・ブロックであり、全体的なビジネス・ロジック機能の一部を実装します。

SOAサービス・コンポーネントをOracle Fusion Middleware環境にデプロイできます。SOAサービス・コンポーネントの開発の詳細は、『Oracle SOA Suite開発者ガイド』を参照してください。






3.1.4 Oracle Service Bus 11gのWebサービス

Oracle Service Busでは、そのセキュリティ・サービスのビルディング・ブロックとして、基礎となるWebLogicセキュリティ・フレームワークを使用します。具体的に言うと、Oracle Service Busでは、Webサービスを実装する際にWebLogic Server JAX-RPCスタックを使用します。また、WebLogic Serverセキュリティ・フレームワークは、これらのサービスを保護するために使用されます。

ポリシーの構成およびアタッチの詳細は、『Oracle Service Bus開発者ガイド』のOracle Service Busプロキシおよびビジネス・サービスでのWSポリシーの使用に関する項を参照してください。








3.2 Oracle Identity Managementの相互運用性

この項では、Oracle Identity Managementの相互運用性に関する考慮事項について説明します。

	
Oracle Identity Managementと他のOracle Fusion Middleware製品の間の相互運用性


	
Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントの間の相互運用性


	
Oracle Identity ManagementでのOracle HTTP Server 11g Webゲートの使用方法






3.2.1 Oracle Identity Managementと他のOracle Fusion Middleware製品の間の相互運用性

新しいOracle Identity Managementコンポーネントをインストールする前や、Oracle Identity Managementサービスを使用するためにOracle Fusion Middleware製品を構成する前には、次を確認してください。

	
使用するOracle Fusion Middleware製品と互換性のあるOracle Identity Management製品を識別するためのOracle Fusion Middleware動作保証情報。詳細は、第1.4.3項「Oracle動作保証マトリクスの使用方法」を参照してください。


	
既存および将来のOracle Fusion Middlewareコンポーネントと互換性のあるOracle Fusion Middlewareソフトウェアのバージョンをインストールおよび構成していることを確認するための、この章の情報。




同様に、Oracle Fusion Middlewareパッチ・セットを適用する前に、現在の環境をチェックして、そのパッチ・セットの適用がOracle Identity Managementコンポーネントとそれらに依存するOracle Fusion Middleware製品間の相互運用性に影響を与えないことを確認してください。詳細は、第3.4項「パッチ・セットの相互運用性」を参照してください。






3.2.2 Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントの間の相互運用性

Oracleは次の2つの異なるID管理ソリューションを提供しています。

	
Oracle Identity Management

現在のリリースで利用可能なOracle Identity Managementソフトウェア・コンポーネントの詳細は、Oracle Identity Managementインストレーション・ガイドを参照してください。


	
Oracle Identity and Access Management

現在のリリースで利用可能なOracle Identity and Access Managementコンポーネントの詳細は、Oracle Fusion Middleware Oracle Identity and Access Managementインストレーション・ガイドを参照してください。




表3-1には最近の11gパッチ・セットにおけるOracle Identity ManagementとOracle Identity and Access Managementソフトウェアの利用可能状況が示されていますが、この表でわかるように、多くの場合これら2つのID管理ソリューションは個々に更新されます。




	
注意:

表3-1に示すように、Oracle Identity and Access ManagementのOracle Fusion Middleware 11gの最後の更新は11gリリース1 (11.1.1.7.0)でした。Oracle Identity and Access Management 11gリリース1 (11.1.1.7.0)をインストールおよび構成したユーザーは、Oracle Identity and Access Management 11gリリース2 (11.1.2)へのアップグレードを検討する必要があります。
詳細は、次の場所にあるOracle Identity and Access Management 11gリリース2(11.1.2)のドキュメントを参照してください。


http://docs.oracle.com/









別途注記されている場合を除いて、通常、これらのソリューションの異なるバージョンは、同じドメイン内に構成されていないかぎり、一緒に使用できます。詳細は、第3.4.4項「Oracle Identity ManagementとOracle Identity and Access Management間のパッチ・セットの相互運用性」を参照してください。


表3-1 Oracle Identity Managementパッチ・セット・リリースとOracle Identity and Access Managementパッチ・セット・リリースの要約

	
	Oracle Identity Management
	Oracle Identity and Access Management

	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.2.0)

	
対象

	
対象


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.3.0)

	
対象

	
対象


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.4.0)

	
対象

	
対象外


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.5.0)

	
対象

	
対象


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.6.0)

	
対象

	
対象外


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.7.0)

	
対象

	
対象


	
Oracle Fusion Middleware 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
対象

	
対象外


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.9.0)

	
対象

	
対象外


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.0)

	
対象外

	
対象


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.1)

	
対象外

	
対象


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.2)

	
対象外

	
対象


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.3)

	
対象外

	
対象












3.2.3 Oracle Identity ManagementでのOracle HTTP Server 11g Webゲートの使用方法

Oracle HTTP ServerのWebGateは、次の製品を介してOracle Fusion Middleware 11gと統合します。

	
Weblogic

	
Weblogic Serverに配置されるWeblogic IDアサーション・プロバイダ


	
Oracle HTTP Server 11g Web Tier Utilities


	
Oracle HTTP Server 11gのWebGate




詳細は、『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のOracle Fusion Middlewareでのシングル・サインオンの概要に関する項を参照してください。


	
Websphere

	
Websphereに配置されるWebsphereコネクタ


	
IBM HTTP Server 11g Web Tier Utilities


	
IBM HTTP Server用の11gのWebGate




詳細は、IBM WebSphereアプリケーション・サーバー構成ガイドを参照してください。




Oracle Access Management (OAM)との統合に関する次の考慮事項を確認してください。

	
OAM 10gリリース3 (10.1.4.3)バックエンドまたはサーバーを使用している場合は、OAM 10gリリース3 (10.1.4.3)バージョンのOHS 11g Webゲートを使用してOracle Fusion Middlewareコンポーネントと統合してください。


	
OAM 11gリリース1 (11.1.1)を使用している場合は、OAM 11gリリース1 (11.1.1)バージョンのOHS 11gR1 Webゲートを使用してください。







	
注意:

個々のOracle Fusion Middleware製品とOAMとの統合方法の詳細は、製品固有のドキュメントを参照してください。
動作保証されているバージョンの詳細は、Oracle Identity Managementの動作保証マトリクスを参照してください。http://www.oracle.com/technetwork/middleware/id-mgmt/identity-accessmgmt-11gr1certmatrix-161244.xls.
















3.3 Middlewareホームとドメインの相互運用性

複数のOracle Fusion Middleware製品を同一のMiddlewareホームにインストールした場合、または既存のドメインを別のOracle Fusion Middleware製品で拡張した場合は、相互運用性および互換性に関して考慮事項があります。

詳細は、次の項を参照してください。

	
ソフトウェアのインストールまたはドメインの拡張時の一般的な相互運用性のルール


	
特定のOracle Fusion Middlewareディストリビューション内での相互運用性


	
その他のドメイン相互運用性のシナリオ






3.3.1 ソフトウェアのインストールまたはドメインの拡張時の一般的な相互運用性のルール

通常、表3-2で説明されている特定のシナリオ以外では、1つのMiddlewareホームにインストールするOracle Fusion Middleware製品はすべて同じバージョンである必要があります。

同様に、表3-2の特定のシナリオ以外では、1つのドメイン内に構成するOracle Fusion Middleware製品は同じバージョンであることを確認する必要があります。

特にOracle Fusion Middleware 11g リリース1 (11.1.1.8.0)に関しては、Oracle WebCenter PortalとOracle WebCenter Contentの両方を同一ドメイン内に構成する場合は、両方の製品が同じパッチ・セット・レベルであることを確認する必要があります。




	
注意:

ここで説明するガイドラインは、Oracle Fusion Middlewareと、Oracle WebLogic Server(インストールするOracle Fusion Middleware製品に付属しているか、その製品での動作が保証されているバージョン)とともにインストールすることを前提としています。
詳細は、第3.3.3項「Oracle WebLogic Serverでのパッチ・セットの相互運用性」を参照してください。










表3-2 同一のMiddlewareホームまたはドメイン内に複数のバージョンのOracle Fusion Middleware製品が存在できるシナリオ

	製品	同一Middlewareホームへのインストール、または同一ドメインでの構成が可能な製品
	
Oracle WebCenter Content 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle WebCenter Portal 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Identity Manager (Oracle Identity and Access Managementのコンポーネント) 11g リリース1 (11.1.1.2.0)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.5.0)


	
Oracle Identity Manager (Oracle Identity and Access Managementのコンポーネント) 11g リリース2 (11.1.2.1)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.6.0)


	
Oracle Identity Manager (Oracle Identity and Access Managementのコンポーネント) 11g リリース2 (11.1.2.2)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Identity Manager (Oracle Identity and Access Managementのコンポーネント) 11g リリース2 (11.1.2.3)

	
Oracle SOA Suite 11g リリース1 (11.1.1.9.0)












3.3.2 特定のOracle Fusion Middlewareディストリビューション内での相互運用性

一部のOracle Fusion Middleware製品は、既存の以前リリースされたOracle Fusion Middlewareソフトウェアに基づくインフラストラクチャ・コンポーネントとともに配付されます。

特に、表3-3に示すOracle Fusion Middleware製品は、以前のバージョンのOracle JRFソフトウェアを含み、それに基づいています。Oracle JRFは、コアのOracle Fusion Middlewareインフラストラクチャ・コンポーネント(Oracle ADF、Fusion Middleware Control、Metadata Services (MDS)など)を表します。


表3-3 特定のOracle Fusion Middleware製品に付属のコンポーネントの相互運用性

	製品	付属する既存のOracle Fusion Middlewareコンポーネント
	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース1 (11.1.1.2.0)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.5.0)


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.1)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.6.0)


	
Oracle Forms and Reports 11g リリース1 (11.1.1.2.0)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.5.0)


	
Oracle Forms and Reports 11g リリース2 (11.1.2.1)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.6.0)


	
Oracle WebCenter Portal 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle WebCenter Content 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.2)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.7.0)


	
Oracle Identity and Access Management 11g リリース2 (11.1.2.3)

	
Oracle JRF 11g リリース1 (11.1.1.9.0)












3.3.3 Oracle WebLogic Serverでのパッチ・セットの相互運用性

Oracle Fusion Middlewareのそれぞれのバージョンとパッチ・セットは、Oracle WebLogic Serverの特定リリースで動作保証されています。特定のOracle Fusion Middleware製品リリースのドメインは、動作保証されたバージョンのOracle WebLogic Serverのみを使用して作成してください。表3-4では、各Oracle Fusion Middleware 11gパッチ・セットでサポートされているWebLogic Serverのバージョンをまとめています。




	
注意:

Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.8.0)の時点で、Oracle Fusion Middlewareで動作保証されているのはOracle WebLogic Server 10.3.6のみです。現在実行しているのがWebLogic Serverバージョン10.3.5 (以下)の場合は、バージョン10.3.6にアップグレードした後に、Fusion Middleware 11g リリース1 (11.1.1.8.0)をインストールして構成できるようになります。
また、最新のOracle Fusion MiddlewareソフトウェアをサポートするためにリリースされているOracle WebLogic Server 10.3.6パッチについても認識している必要があります。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Infrastructureリリース・ノート』の必須パッチに関する項を参照してください。

Oracle WebLogic Server 11g (10.3.6)の新機能の詳細は、『Oracle WebLogic Serverの新機能』を参照してください。










表3-4 各Oracle Fusion Middleware 11gパッチ・セットがサポートするOracle WebLogic Serverバージョンの要約

	Oracle Fusion Middlewareのバージョン	Oracle WebLogic Serverのバージョン
	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.2.0)

	
10.3.2


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.3.0)

	
10.3.3


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.4.0)

	
10.3.4


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.5.0)

	
10.3.5


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.6.0)

	
10.3.5または10.3.6


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.7.0)

	
10.3.5または10.3.6


	
Oracle Fusion Middleware 11g リリース1 (11.1.1.8.0)

	
10.3.6


	
Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1.9.0)

	
10.3.6












3.3.4 その他のドメイン相互運用性のシナリオ

表3-5では、考慮するその他のドメイン相互運用性のシナリオについて説明します。


表3-5 その他のドメイン拡張相互運用性のシナリオ

	シナリオ	説明	解決策
	
WebLogic SIP Serverによるドメインの拡張

	
SIPサーバーは、既存のFusion Middlewareドメイン内には配置できません。

	
既存のFusion Middlewareドメインを拡張するには、ベーシックのWebLogic SIP Serverドメインの選択を解除します。


	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびBI Discovererによるドメインの拡張

	
Oracle Portal、Forms、ReportsおよびBI Discovererは、他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントと同じ場所に配置しないでください。

	
Portal、Forms、ReportsおよびBusiness Intelligence Discoverer用に別個のドメインを作成します。


	
Oracle Identity Managementドメインの拡張

	
現時点で、Oracle Identity Managementは、他のいずれの製品ともドメインを共有できません。

	
Oracle Identity Managementドメインは、SOA Suiteに含まれるコンポーネントを除き、他のOracle Fusion Middlewareコンポーネントを使用して拡張しないでください。














3.4 パッチ・セットの相互運用性

この項では、Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)パッチ・セットを既存のOracle Fusion Middleware環境に適用する際の一般的な相互運用性のガイドラインと考慮事項を説明します。

この項には次のトピックが含まれます:

	
同じMiddlewareホーム内への異なるパッチ・セットのインストール


	
シングル・ドメイン内での異なるパッチ・セットの使用方法


	
Oracle Identity Managementと他のOracle Fusion Middleware製品間のパッチ・セットの相互運用性


	
Oracle Identity ManagementとOracle Identity and Access Management間のパッチ・セットの相互運用性


	
Oracle WebLogic Serverでのパッチ・セットの相互運用性






3.4.1 同じMiddlewareホーム内への異なるパッチ・セットのインストール

Oracle Fusion Middleware 11gリリース1 (11.1.1)パッチ・セットを適用する際は、選択されたMiddlewareホーム内の全製品がそのパッチ・セットでサポートされていることを確認してください。

複数のOracle Fusion Middleware製品のOracleホームを含むMiddlewareホームにパッチを適用する場合は、第3.3項「Middlewareホームとドメインの相互運用性」で説明されている一般ルールおよび例外に従います。






3.4.2 シングル・ドメイン内での異なるパッチ・セットの使用方法

ドメインを構成する場合は、同一ドメイン内に複数のOracle Fusion Middleware製品を構成する際に、第3.3項「Middlewareホームとドメインの相互運用性」の一般ルールに従います。






3.4.3 Oracle Identity Managementと他のOracle Fusion Middleware製品間のパッチ・セットの相互運用性

Oracle Identity Management製品は多くの場合、他のOracle Fusion Middleware製品とは異なるスケジュールでリリースされます。そのため、同じドメイン内に構成されていないかぎり、一般的には、Oracle Fusion Middleware製品とは異なるリリースやパッチ・セットのOracle Identity Management製品が使用されます。

たとえば、別々のドメインであれば、Oracle Identity and Access Management 11gリリース1 (11.1.1.7.0)製品とOracle SOA Suite 11gリリース1 (11.1.1.9.0)製品を一緒に使用できます。これらのシナリオでは、Oracle Identity Management製品は通常、別個のホストの別個のMiddlewareホームにインストールされます。

他のOracle Fusion Middleware製品とともに使用できるサポートされているOracle Identity Managementパッチ・セットとバージョンの全情報は、Oracle Technology Network (OTN)で動作保証情報を参照してください。詳細は、第1.4.3項「Oracle動作保証マトリクスの使用方法」を参照してください。






3.4.4 Oracle Identity ManagementとOracle Identity and Access Management間のパッチ・セットの相互運用性

製品が同じドメイン内に構成されていないかぎり、Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントが異なるパッチ・セットを使用するOracle Fusion Middleware環境を構成できます。

異なるパッチ・セットを使用するOracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントを含むシングル・ドメインは構成しないでください。

さらに、Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントの両方を含む既存のドメインがある場合は、Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントの両方にパッチ・セットを適用できる場合を除き、パッチ・セットを適用しないでください。

Oracle Identity ManagementとOracle Identity and Access Managementの相互運用性の詳細は、第3.2.2項「Oracle Identity ManagementコンポーネントとOracle Identity and Access Managementコンポーネントの間の相互運用性」を参照してください。














4 カスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性


この章では、Oracle Fusion Middlewareコンポーネントのアップグレード時またはパッチ・セット適用時における、カスタム(またはクライアント)アプリケーションとの相互運用性に関する考慮事項について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
カスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションの概要


	
Oracle WebLogic Serverとカスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性


	
Oracle SOA Suiteとカスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性






4.1 カスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションの概要

Oracle Application Server 10gからOracle Fusion Middleware 11gにアップグレードする場合、または既存のOracle Fusion Middleware 11g環境にパッチを適用する場合、次の定義に該当するカスタム・アプリケーションへの影響を考慮する必要があります。

	
JDeveloperを使用して作成されたアプリケーション


	
その他のIDEを使用して作成されたアプリケーションで、Oracle Fusion MiddlewareのPublic Java APIのいずれかを使用しているもの




具体的に、この項の内容は次のような場合に該当します。

	
カスタム・アプリケーションを作成して、Oracle Application Server 10gまたはOracle Fusion Middleware 11gにデプロイしている場合


	
Oracle Application Server 10gまたはOracle Fusion Middleware 11gにデプロイされているアプリケーションと相互作用するクライアント・アプリケーションを作成した、または保守する場合




Oracleは、 Fusion Middlewareの現行バージョンとそのバージョンに適用するパッチ・セット更新との互換性をバイナリレベルおよびソースレベルでサポートしようとしています。パブリック・インタフェースで非互換性の問題が生じる場合については、次のサイトにある関連するAPIリファレンス・ガイドに記載されています。http://download.oracle.com/docs/cd/E14571_01/ref.htm

これらのパッチ・セットおよびアップグレードを導入しているビジネス・アプリケーションは、必ず通常のリリース・プロセスでテストを行い、リグレッションがないようにすることをお薦めします。






4.2 Oracle WebLogic Serverとカスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性

通常、Oracle WebLogicパッチ・セットの適用では、カスタム・アプリケーションまたはクライアント・アプリケーションに追加の変更を加える必要はありません。ただし、アップグレード時には、いくつかの変更を加える必要があります。

WebLogic Serverの互換性の詳細は、『Oracle WebLogic Serverのアップグレード』のWebLogic Server 10.3.6と以前のリリースとの互換性に関する項を参照してください。






4.3 Oracle SOA Suiteとカスタム・アプリケーションおよびクライアント・アプリケーションとの相互運用性

この項では、アップグレードしたOracle SOA Suite 10gアプリケーションとそれに依存するクライアント・アプリケーションとの相互運用性について説明します。

Oracle SOA Suiteアプリケーションを11gにアップグレードする場合、クライアント・アプリケーションを確認し、そのクライアントに変更を加えてからアップグレードされたOracle SOA Suiteアプリケーションと相互運用できるようにする必要があります。

場合によっては、クライアントとOracle SOA Suite 11gが連携できるようになるには、パッチが必要になることもあります。詳細は、『Oracle SOA Suite、WebCenter PortalおよびADFアップグレード・ガイド』のOracle SOA Suiteクライアント・アプリケーションのアップグレードに関する項を参照してください。
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